
①令和７年４月から３小学校区内の放課後子ども育成教室を民間委託に移行

校区 クラブ名 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

西小学校区 あすなろクラブ

あすなろ第二クラブ

東小学校区 かしのきクラブ

北小学校区 くすのきクラブ

真美一小学校区 ひまわりクラブ

真美二小学校区 すぎのきクラブ

○委託スケジュール

・これまでの「こどもを安全に預かる」だけではなく、「こどもを豊かに育てていく」といった運営が必要となる。
・各クラブで行事を実施しているが、これまでと違ったイベント等を提供していきたい。
・指導員の研修の機会が少ないため、指導員のスキル向上の機会を増やしていきたい。
・離職率が高いなど、指導員数に余裕がないため、教室内の指導員数が少なくなることがある。また、
運営時間延長の要望があるが、指導員が確保できず対応できていない。

○委託の目的

現状の行政運営だけでは対応が困難なことについて、民間のノウハウを導入し、改善を図る。



②学童保育施設の民間事業者選定に関する公募型プロポーザルを実施

近年増加傾向にある利用希望者に対応するため、民設民営の学童保育施設について、人材確保
や運営の方法を調査すると同時に、町内開設における市場性や事業展開の可能性等を調査するた
め、令和６年９月にサウンディング型市場調査を実施しました。

その結果、開設意向のある事業者が複数あったため、本町として、令和７年度開設に向け補助事
業者をプロポーザル方式で選定します。

令和7年1月21日から2月5日まで

令和7年1月21日

日付 概要

募集開始（告示）

民間学童開所

令和7年3月

令和7年7月

令和7年4月から7月まで

令和7年2月20日

令和7年2月28日

プロポーザル実施

審査結果の通知、公表

開始届の受付、募集案内開始

参加表明書の受付　※２事業者から参加表明あり

開設準備（施設改修、備品購入、指導員配置など）

２支援単位（定員８０名程度まで）に学童施設が開所されることを目指し事業者を募集



③「ときわ広陵こども園」が令和８年４月開園を目指して着工

「公私連携幼保連携型こども園」とは
・町が指定し、協定を締結した「公私連携法人」に対して土地の賃借料などインセンティブを付与する一
方で、町が運営への関与を明確にした施設です。

・教育の内容については、法人が持つノウハウや理念に基づいたものですが、私立が独自に運営する施

設とは異なり、三者協議会の設置及び協議の実施など一定の公共性を担保するために必要なことを

協定において定めています。

園　名 ときわ広陵こども園

場　所
奈良県北葛城郡広陵町
大字古寺１４４番地１

定　員 １６５人

法人名 社会福祉法人広陵福祉会

日　程 概　要

令和５年１０月
公私連携法人に係る
協定締結

令和７年１月～３月 造成工事

令和7年3月16日 起工式

令和７年３月
～令和８年２月

建築工事

令和８年４月
ときわ広陵こども園
開園



④真美ヶ丘中学校区の公立幼稚園・保育園を認定こども園化に向け計画中

地区 園名 運営 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度

広陵西保育園
公立民営→
公私連携法人（私立）

真美ヶ丘第一小学校
附属幼稚園

公立 閉園

真美北保育園 公立民営

真美ヶ丘第二小学校
附属幼稚園

公立

真美ヶ丘
第一小学校区

真美ヶ丘
第二小学校区

保育園

幼稚園

保育園

幼稚園

公私連携型保育所型認定こども園

認定こども園（幼稚園型） ※公営

保育園(0～2歳児) ※公設民営

在園児はこども園へ

３～５歳児はこども園へ

令和８年４月から
○真美ヶ丘第二小学校附属幼稚園を認定こども園（幼稚園型）に移行する。（公立）
○真美北保育園を乳児（０～２歳児）を対象した保育園に移行する。（公立）
在園の３～５歳児については、真美ヶ丘第二小学校附属幼稚園にて預かる。
※園児や保護者の負担を避けるため、引き続き広陵福祉会に運営をお願いします。（運営委託）

令和９年４月から
○広陵西保育園を公私連携保育所型認定こども園に移行する。（私立）
○真美ヶ丘第一小学校附属幼稚園を閉園し、在園児は広陵西保育園にて預かる。
※園児や保護者の負担を避けるため、引き続き広陵福祉会に運営をお願いします。（協定による）

令和７年度に真美ヶ丘第二小学校附属幼稚園の認定こども園への移行に向けた改修工事を実施予定


